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い刺激条件60c.p. s. , duration 0.5m sec. , 6 ~ 8 Volt.の矩形波電流で30秒間刺激、 30秒間休
止の刺激を 5 分、 20分、 40分むよび 2 時間行なった。刺激終了後直ちにネムブタール麻酔下に開腹し、
勝臓の一部を採取して燐酸緩衝 4% glutaraldehyde および 2% OS04 液で 2 重固定を行ない、エタノ
ール系列で脱水し Epon に包埋した。超薄切片は酷酸ウラニールと水酸化鉛で 2 重染色を施し電子顕
微鏡で観察した。
〔対照例J B 細胞は勝手氏島の中心部に多く不整多角形でお互に細胞膜で接している。一部は毛細
血管、 A細胞、 D 細胞と接するものもある。細胞内小器官として他の内分泌細胞と同様に核、粗面小
胞体、ライボゾーム、ミトコンドリア、 Golgi 装置、 ライソゾーム及びF 頼粒等があり、ウサギに特
有な核周囲の線維様構造物がみられる。頼粒は OS04 単独固定による報告とは多少異り内容の抜けた
限界膜のみの emptysac は殆んどみられず芯を有する頼粒のみより成る。頼粒はその形態、電子密度
の差より 3 種に区別出来る。 1) Golgi 装置の mature face に少数みられる頼粒で大きさに大小あり
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約2S0~350 m.μ で、電子密度中等度の芯を有し頼粒限界膜との間隙が非常にせまく円形を呈する。又
芯の一部の電子密度が特に高い不均等な頼粒もみられる。これらは pregranule 又は satellite body 
と呼ばれるものである。 2) 電子密度が高い 250~300mμ の芯を有する 370mμ 径の頼粒で芯と頼粒限
界膜との間隙が法く、偏在しており dark granule ど呼ばれる頼粒。 3) 電子密度が低く約350mμ の
芯を有し、頼粒限界膜との間隙が狭く、頼粒限界膜のほぼ中心に位置し、 light granule 又は pale
granule と呼ばれる頼粒である。 OS04単独固定にみられる empty sac は light granule に相当する
ものと思われる。細胞の頼粒の数は多いものと少ないものとがあるが、 dark granule と light granule 
の割合は対照例では大体一定しており dark granule の方が多い。
(b-交感、帯刺激) 5 分間の刺激ではB細胞に大きい変化はみられずわずかながら粗面小胞体が増加
する。 20分間以上の刺激では粗面小胞体は更に増加し、細胞によっては細胞質の大半を占めるもの、
うず巻状を呈するものなどが認められる。 β 頼粒はわずかながら light granule の割合が増し細胞膜
に沿って並ぶ頼粒の数も増加する。 Golgi 装置の発達は軽度ながら進展し、 mature face には pregr-
anule が増加する。粗面小胞体での頼粒生成像は認められない。
(c-副交換帯刺激) 5 分間刺激で Golgi 装置の発達はかなり進みβ 頼粒の減少は認められないが多
数のβ 頼粒が細胞周辺部ヘ移動して細胞膜に沿って並ぶ。この頼粒の大部分は light granu le より成








認められないが約20mμ の間隙がある。神経終末内には50~75mμのやや電子密度の高し~ vesicle 及








③頼粒形成は Golgi 装置の mature face において行なわれる。










β 頼粒は Golgi 装置内で作られ、 dark granule を経て light granule となり、 diacrine 様式で放出さ
れることを示した。
さらに、これらの神経支配の基礎となる勝島B細胞に分布する自律神経終末についてもその存在を
確認している。
以上の結果は、勝島B 細胞の形態学および生理学に貢献するところきわめて大きく学位論文として
充分価値あるものと考える。
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